
 

 

2022 年 6 月 21 日 
報道関係各位 

AVEVA 株式会社 
日本電気株式会社 

 

AVEVA と NEC、プロセス産業の工場の DX 推進に向けた協業を開始 
 

AVEVA 株式会社(注 1、以下 AVEVA(読み：アヴィバ))と日本電気株式会社(注 2、

以下 NEC)は、日本のプロセス産業の工場の DX を推進し、高品質・高効率なもの

づくり を持 続 的に 行 う デー タ ドリ ブン型 も のづ くり の実現 に 貢献 するこ とを目 的

とした協業を開始しました。 

 

【背景】 

日本の製造業を取り巻く環境は、近年ますます複雑化しています。製造業の現場

では、労働生産人口の減少による熟練技能者の不足とともに、急速な社会情勢の変

化による不確実性の高まりや環境負荷低減への対応が求められています。 

このような状況のなか、日本の製造業がさらに発展するためには、これらの課題

解決に対応するとともに、高品質・高効率なものづくりを持続的に行っていく仕組

み作りが必要になります。これらを実現するために、デジタルデータを活用したデ

ータドリブン型のものづくりが求められます。 

 

【協業の概要】 

両社が目指すデータドリブン型ものづくりへの貢献を実現するためには、もの

づくりの管理を支援する IT(情報技術)領域と、ものづくりの製造実行を支援する

OT(制御・運用技術)領域の双方のデータを活用した Digital Twin Platform が必要

です。 

このたび、IT 領域に強みをもつ NEC とプロセス産業の OT 領域に強みをもつ

AVEVA が日本のプロセス産業の工場の DX を推進する Digital Twin Platform の

提供に向けて、パートナーシップを締結しました。 

 

・データドリブン型ものづくりの構想企画からシステム導入まで一気通貫で繋げる

推進方法論を両社で強化、開発、提供。 

・データドリブン型ものづくりの実現に向けて、NEC の「ERP(注 3)」「SCM(注 4)

改革ノウハウ」「PLM(注 5)」「ものづくりデータプラットフォーム」「MI(注 6)」

などと、AVEVA の「MES(注 7)」「PIMS(注 8)」などを組み合わせた先進的な



 

Digital Twin Platform （IT 領域・OT 領域を兼ね備えた統合基盤）を提供。 

・両社が、これまで数多くのプロセス産業のお客様に対して導入を支援してきた実

績をベースとして、今後、日本の機能性化学および食品業界に対するテンプレー

トを開発、提供。 

・AVEVA と NEC が共同で、システムの導入･構築、顧客開拓･マーケティング活動

を行う体制を確立。本領域で 2026 年度までに 40 億円規模の事業を目指す。 

 

【両社の協業による提供価値】 

１、生産労働人口・熟練技術者の減少に対するものづくり力の維持・強化 

 工場における製造品の検査値などのデータや設備の稼働データを AI で可視化・

分析し、これまで熟練技術者が勘・コツで行っていた製品品質管理のノウハウを形

式値化することで、非熟練者であっても高品質なものづくり・高効率な操業を可能

とします。 

 

２、事業のレジリエンスを向上 

グローバルで導入実績が豊富な AVEVA 製品の活用により、海外を含めた国内外

の工場に同一のシステムの展開が可能です。これにより、工場の状況をデータで

可視化し、市場の変化に応じて迅速に増産・減産などの事業判断を行うことが可

能になります。また、これらのデータから PDCA を回すことで、意思決定を加速

し、事業のレジリエンス（柔軟性・強靭性）を向上させます。 

 

３、社会からの高度な品質要求への対応 

自社工場内でオペレーションミスの抑止やトレーサビリティに加えて、サプラ

イヤや顧客をまたがるサプライチェーンのデータを結合・活用することで製品品

質の改善や品質保証強化により企業の社会的信頼性の向上に貢献します。 

 



 

 

 IT 領域において信頼性・実績のある NEC と、OT 領域で実績のある AVEVA の技

術・営業面での協業により、両社は IT と OT のデータ連携のさらなる促進や工場の

デジタルデータを最大限に利活用し、お客様のデータドリブン型のものづくりの推

進を支援していきます。 

 

以上 
 
 
(注 1)本 社 ： 東 京都 港 区 、 ヴ ァイ ス プ レ ジデ ント ・ 日 本 統 括： 小 暮 正 樹  
(注 2)本 社 ： 東 京都 港 区 、 代 表取 締 役  執行 役 員 社 ⾧ 兼  CEO： 森 田  隆 之  
(注 3)ERP と は 、 Enterprise Resources Planning の 略 。 企業 の 持 つ資 金 や人 材 、 設 備 、資 材、 情

報 な ど 様 々 な資源 を 統 合 的 に管 理 ・ 配 分し、 業 務 の 効 率 化や 経 営の 全 体最 適 を 目 指 す 手法。
ま た 、 そ の ために 導 入 ・ 利 用さ れ る 業 務横断 型 の 業 務 ソ フト ウ ェア パ ッケ ー ジ 。  

(注 4)PLM とは 、Product Lifecycle Management の 略 。 製 品 ライ フサ イ ク ル 全体 （ 企 画 ・ 開発設
計 、 生 産 準 備・生 産 技 術 、 生産 、 調 達 、物流 、 販 売 、 保 守） の 管理 。  
NEC の PLM ソ リ ュ ーシ ョ ン 「Obbligato」https://jpn.nec.com/obbligato/index.html 

(注 5)SCM と は 、Supply Chain Management の略 。“造 る （ 作業 ）～ 運 ぶ （運 搬 ） ～ 構 え る（ 貯
蔵 ）”と い った サプ ラ イ チェ ー ン 全 体 の 管理 。  

 NEC の ERP パ ッ ケ ー ジ「IFS Cloud」https://jpn.nec.com/ifs/index.html 
(注 6)MI と は、Materials Informatics の略 。AI を は じ め とす る 情 報科 学 の手 法 を 応 用 し、 材料 開

発 の 効 率 を 高める 取 り 組 み 。 
(注 7)MES と は 、Manufacturing Execution System の 略 。 製造 実 行 管 理 シス テ ム 。  
(注 8)PIMS と は 、Plant Information Management System の 略 。プ ラ ン ト 情 報管 理 シ ス テ ム。  
 

 



 

＜本件に関するお客様からのお問い合わせ先＞ 

AVEVA 株式会社 Marketing Manager 峰田 勝美 

電話:070-2820-8379 

E-mail：Katsumi.Mineta@aveva.com 

共同 PR 株式会社 AVEVA 株式会社 PR 担当：仙場 、大川 

電話：03-3571-5236 

E-mail：aveva-pr@kyodo-pr.co.jp 

 

NEC 第二製造ソリューション統括部 

E-Mail：nec@aveva.jp.nec.com 

 

＜本件に関する報道関係からのお問い合わせ先＞ 

AVEVA 株式会社 Marketing Manager 峰田 勝美 

電話:070-2820-8379 

E-mail：Katsumi.Mineta@aveva.com 

共同 PR 株式会社 AVEVA 株式会社 PR 担当：仙場 、大川 
電話：03-3571-5236 

E-mail：aveva-pr@kyodo-pr.co.jp 
 

NEC コーポレートコミュニケーション本部 広報室 風間 

電話：080-8850-0390 

E-Mail：press@news.jp.nec.com 

 
 

 
 
 
 
NEC は、安全・安心・公平・効率という社会価値を創造し、 
誰もが人間性を十分に発揮できる持続可能な社会の実現を目指します。 
https://jpn.nec.com/profile/brand/ 

 


